
Ｓ＆Ｋ  Friendship Dragon Cup  ～行幸湖に 龍 再び～ 

実 施 要 項 

名 称： Ｓ 
さって 

＆ Ｋ 
くりはし 

Friendship Dragon Cup 

～行幸湖に 龍 再び～ 

主 催： ドラゴンボート実行委員会 

協 力： 埼玉県カヌー協会 

行幸湖カヌークラブ 

日本ドラゴンボート協会 

後 援： 埼玉県・幸手市・栗橋町・幸手市教育委員会 

開催期日： 平成１７年 ５月１５日(日) ※雨天決行 

競技会場： 権現堂調節池（行幸湖）特設会場 

申込方法： 所定の参加申込書に必要事項を記入し、選手名簿・公開練習申 

込書を次の問合せ先へＦＡＸまたは郵送で申し込みください。 

メールによる申し込みも受け付けます。 

締め切り： 平成１７年 ４月 １５日（金）ＰＭ５：００必着 

問合せ先： ドラゴンボート実行委員会事務局 

（栗橋町役場 企画財政課 政策企画室） 

〒349-1192 

埼玉県北葛飾郡栗橋町大字間鎌 251-1 

ＴＥＬ 0480（53）1111 

ＦＡＸ 0480（52）6027 

Ｅ - m a i l kokutai@town.kurihashi.saitama.jp
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１．募集要領 

1 種 目 一般の部（中学生以上男女混成チーム可）直線３００ｍ 

2 参加資格 

健康な中学生以上の男女で、１００ｍ以上泳げる人。 

※参加者全員にライフジャケットを着用してもらいますので、泳ぎに自信のな 

い人でも参加可能です。 

3 編 成 
１）漕ぎ手２０名 ２）鼓手１名 ３）舵取り１名 

４）サブ（控え）３名以内 合計２５名以内（最低１６名） 

4 募 集 ３２チーム 

５ 申込規約 

大会申し込みに際して、参加者は下記の申込規約に同意の上、お申し込み 

ください。 

１．主催者は、傷病や紛失、その他の事故に際し、応急処置を除いて一切の 

責任を負いません。 

２．申し込み後のキャンセルはできません。 

３．地震、強風、台風等の自然災害及び事件・事故等による中止、または上記 

2、あるいは過剰入金、重複入金の返金はしません。 

４．大会出場中の映像・写真・記事・記録・テレビ・新聞・雑誌・インターネット等 

への肖像権は主催者に属します 

１人当たり１，８００円（参加賞・弁当・飲物・保険代等を含む） 

（例）１チーム２５名で参加する場合 

１，８００円 × ２５名 ＝ ４５，０００円 

＊参加費は、チーム全員分を取りまとめ、次の振込先に振り込んでくださ 

い。 

なお、一度振り込まれた参加料は、参加申込みが募集チーム数をオーバ 

ーした際の抽選に漏れた場合、または大会事務局の判断により参加をお 

断りする場合を除き、一切返還しませんのでご了承ください。 

＊中越地震被災者への義援金３００円／１人を含みます。 

5 参 加 料 

＜振込先＞ 

埼玉りそな銀行 栗橋支店 普通 ３９１７５１４ 

ドラゴンボート実行委員会 財務 国体室長 稲原 
いなはら 

文 
ぶん 

吉 
きち 

6 申込方法 

参加申込書に必要事項を記入し、参加料の振込用紙の写しを添えて、７の送 

付先まで郵送またはＦＡＸでお申し込みください。 

メールによる申し込みも受け付けます。（この場合、別途参加料の振込用紙の 

写しをＦＡＸしてください。） 

７ 送 付 先 

〒３４９-１１９２ 

埼玉県北葛飾郡栗橋町大字間鎌２５１-１ 

ドラゴンボート実行委員会事務局（栗橋町役場 企画財政課） 

ＴＥＬ ０４８０（５３）１１１１ 内線３３４ 

ＦＡＸ ０４８０（５２）６０２７ 

E-mail kokutai@town.kurihashi.saitama.jp 

２．競技ルール・注意事項
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１．一般事項 

①受付時間は午前７時３０分から午前８時までとし、代表者は受付にて到着を申告の上、交付物（プロ 

グラム・ゼッケン・記念品・昼食券）を受け取ること。 

②競技者は、午前８時４５分からの開会式に間に合うよう式典会場に集合し、主催者の指示に従い、 

チーム毎に整列すること。 

③各チームの代表者は、午前８時１５分からの代表者会議へ出席するとともに、大会役員との連絡係 

を行う。また、表彰式においてチームの代表となること。 

④主催者は、不適切と思われる参加者の競技への参加を拒否できるものとする。 

⑤車で来場する場合には、会場の駐車スペースが限られるため、なるべく乗り合わせて来場し、駐車 

場係員の指示に従い駐車してください。（駐車場内での事故・トラブル・盗難に関し、主催者は一切 

責任を負いません） 

⑥参加者が故意または重大な過失により、ボートまたは備品を破損もしくは減失したときは、当該者も 

しくは当該チームはその損害を賠償しなければならない。 

⑦選手・応援者の控所は決められた場所に設営すること。 

特に管理用道路上および本部テント周辺へのテント・シート等の設営は禁止します。 

２．レースの方法について （参加チーム数が３２チームの場合） 

①レースの組合せは、大会プログラムに掲載するとともに大会当日の代表者会議の際に主催者から 

発表する。（１レース最大４艇を予定：第１レーススタート９時４５分） 

②コースは直線３００ｍ（レーン幅９ｍ）とし、予選（８レース）・敗者復活戦（６レース）・準決勝（４レー 

ス）・決勝（１レース）を行う。 

③予選各レースの１着は準決勝に、２位以下は敗者復活戦を行う。 

④敗者復活戦１位並びに２位ベスト２チームは準決勝へ、ほかは失格とする。 

⑤準決勝１位４チームによる決勝を行う。 

⑥スタートラインに着く前に、転覆したチームおよびスタート後７分以内にゴールできないチームは、競 

技資格を失うものとする。 

⑦大きくコースを逸脱したチーム、他のチームを妨害・接触したチームは、審判長の判断により競技資 

格を失うものとする。 

⑧同一レースにおいて、７分以内にゴールできないチームが続出した場合は、船首が最もゴールに近 

いチームを勝者とする。 

⑨異議申し立てについては、レース終了後１５分以内に、チームの代表者が競技委員長（本部テント 

内）宛て文書にて申告すること。 

３．安全対策について 

①すべての競技者は、安全のため必ずライフジャケットを着用すること。 

（ライフジャケットは主催者側で用意します。） 

②レース中および練習中に転覆した場合は、ボートにつかまり救助艇による救助を待つこと。（危険な 

ため、決してボートを裏返したり、勝手にボートに乗り込まないこと） 

③競技者は、各自安全確保に努めるとともに、きちんと自己管理をすること。 

（飲酒した選手がボートへ乗艇することは認めない。） 

④練習・レース中においる競技者同士あるいはチーム内で発生したケガ、遭難、死亡事故などの責任 

について、主催、共催、後援、主管、協賛、協力、運営の各団体は、参加者に対し、応急処置以上 

の責任は負わない。心臓病や運動中に胸の痛み、気を失ったことのある選手は、
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医師の許可のもとに参加すること。ペースメーカーを着用している選手の参加は認めない。 

チーム代表者は、各選手の健康とケガ防止に留意し、自己責任での参加とする。 

４．乗艇および競技者の構成について 

①チームの構成は、漕手２０名、太鼓による伴奏者１名、操舵者１名および控選手３名以内の合計２５ 

名以内（最低１６名）とする。※男女の別は問わない。 

②選手の配置は、事前に決定しておくこと。 

③スタートの用意ができた艇は、太鼓手（ドラマー）がバチを太鼓の上に置くこと。スタートの合図は、ス 

ターターの、オール・クルー・アー・ユウ・レディ？ (All crew, Are you ready)アテンション・ゴー 

(Attention Go )の掛け声で知らせる。パドルはそれまで水につけてはならない。 

④漕ぎ手（パドラー）は、進行方向を向いて座って漕ぐこと。また、裸の選手は、乗艇を認めない。 

⑤舵取り不在のチームは、大会本部に舵取りの派遣を依頼できるものとする。（この場合、漕ぎ手の 

登録は２４名まで可とする）ただし、これにより結果的にレースに不利を被っても、一切の異議を挟 

むことはできないものとする。 

⑥手・指を保護するための用具（艇の改変や装着に特に時間を要したり、他の競技者に影響を及ぼさ 

ない敷物、ゴムなどで補強された手袋）、靴底の平らなマリンシューズの使用は認める。 

⑦艇が浸水により沈没した場合選手は、決して艇から離れず、救助艇の到着を待つこと。水上での安 

全管理上の責任は、一切キャプテンが負うものとする。 

安全管理システムとして「バディ・システム」を採用する。これは、乗艇の際選手は決められた漕席 

に着き、前後及び左右のメンバーを確認すること。漕席は、最前列左席が１番、右席が２番、次列 

左席が３番、右席が４番となり、以下順次１０列（１９、２０）まで決める。水上で事故が発生したとき 

は、選手はお互いの無事を確認。太鼓手もしくは舵取りの号令で点呼を取るものとする。 

⑧出場レースが終了するまでは、いかなる理由があっても飲酒は禁止。また、艇上での喫煙も禁止 

する。 

５．スタート前の集合、乗艇準備について 

①競技者は、レース開始時間の３０分前に、選手集合場所レーン表示板前に集合すること。 

②競技者は、大会役員の指示に従い、ライフジャケットを着用し、ボートの中央から速やかに乗艇する 

こと。 

③乗艇後は、速やかにスタート地点へ移動すること。 

④あらかじめ、ボートによって漕ぐコース（奇数レーンを使用）が決定されている（１号艇：１レーン・２号 

艇：３レーン・３号艇：５レーン・４号艇：７レーン）ので、該当するコースのスタート地点に移動し、スタ 

ートの合図を待つこと。 

６．レース後の降艇について 

①ゴールしたチームは、速やかに降艇場所に向かい、降艇すること。 

②スタート後７分間にゴールできなかったチームは、「失格」とアナウンスされた時点で降艇場所に向か 

い、速やかに降艇すること。 

③ゴールした後は、ボート内に浸水した水を、可能な限りかき出すこと。 

参 加 申 込 書 

参加チーム名 ふりがな



Ｓ＆Ｋ  Friendship Dragon Cup  ～行幸湖に 龍 再び～ 

参 加 料 
１，８００円 × 人 ＝ ， 円 

（参加費 1,800 円には、中越地震震災者への義援金３００円を含みます。） 

ふりがな 

氏 名 

〒 
住 所 

自 宅 

携 帯 

代 表 者 

連 絡 先 

E-mail 

舵取り派遣希望 有 ・ 無 

２００２参加 ２００３参加 ２００４参加 本大会への参加回数 

戦 歴 

（敗復・準決・決勝順位） 

初 参 加 

チ ー ム 紹 介 

＊大会当日のアナウンス 

の参考とさせていただ 

きます。 

チ ー ム 名 簿 

チーム名： 

№ 氏 名 性別 住 所 生年月日
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1 鼓 手 

2 舵取・漕手 

3 漕 手 

4 〃 

5 〃 

6 〃 

7 〃 

8 〃 

9 〃 

10 〃 

11 〃 

12 〃 

13 〃 

14 〃 

15 〃 

16 〃 

17 〃 

18 〃 

19 〃 

20 〃 

21 〃 

22 〃 

23 〃 

24 〃 

25 〃 

※保険に加入するため、参加者個人の氏名・性別・住所・生年月日をすべて記入してください。 

提供いただきました個人情報については、上記の用途以外には使用いたしません。 

公開練習スケジュール 

期 日： 平成１７年 ５月１４日（土） 

場 所： 権現堂調節池（行幸湖）特設会場
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＜注意事項＞ 

・公開練習に係る費用は無料です。（昼食・飲料水等は各自用意してください） 

・練習時間３０分前に、行幸湖カヌー艇庫に集合してください。 

・選手の駐車場は、艇庫前をご利用ください。 

・オリエンテーション後、ボートごとに練習していただきます。 

（公開練習時の注意事項は、大会要項に順じます） 

・合同チームでの練習も可とします。その場合、どちらかの代表者が申し込みください。 

・都合により他チームとの合同練習となることがあります。 

・公開練習を希望するチームは、下記希望時間帯（①～④）について、第１希望および第２希 

望を記入し、参加申し込み時に申し込みください。 

午 前 の 部 ①10：00～11：00 ②11：00～12：00 

午 後 の 部 ③13：00～14：00 ④14：00～15：00 

・１時間帯最大４艇での練習となりますので、公式練習参加可能チーム数は、最大１６チーム 

となります。 

・申込み多数の場合は抽選とし、決定次第練習時間帯を連絡します。 

【連絡先】 

ドラゴンボート実行委員会事務局 

（栗橋町役場 企画財政課） 

〒349-1192 埼玉県北葛飾郡栗橋町大字間鎌 251-1 担当：保坂・市川 

ＴＥＬ：0480（53）1111 ＦＡＸ：0480（52）6027 

Ｅ-mail：kokutai@town.kurihashi.saitama.jp 

練 習 申 込 書 

チ ー ム 名 参加人数 名 

氏 名 

ＴＥＬ ＦＡＸ 代 表 者 

Ｅ-mail 

舵取り希望 有 ・ 無 

希望時間帯 第１希望 第２希望 

※希望時間帯については、公開練習を希望する時間帯の番号を記入してください。


